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有の課題があるという前提があるだろう。子育て支援政策や子育て研究の対象は 20 代から 40 代で，
主なテーマは，就業と子育ての両立，母親役割や父親役割である。介護政策と高齢者介護研究の対
象は 50 代，60 代やそれ以上の年齢コーホートで，主なテーマは家族介護や社会保障，ケアの質と














かに定義するかによって，議論の内容も変わってくる。例えば，フィンガーマンら Fingerman et 





について議論している（例えば Künemund 2006；Cullen et al. 2009；Rubin & White-Means 2009；
Daatland et al. 2010；Suh 2016；Gillett & Crisp 2017）。またサンドウィッチ世代をいかに定義する
かだけでなく，ケアをいかに定義するかによって，サンドウィッチ世代のケア関係の把握の仕方は








し，調査分析に用いている。ヒメルヴァイト Himmelweit（1999）によれば，ケア労働には 2 つの


























象とし（Merton & Barber 1976；Smelser 1998），さらには葛藤を近代社会の特徴ととらえてきた






初めに葛藤を社会学的な概念として再構築したのはマートンとバーバー Merton & Barber で，
葛藤を「ある社会において社会的地位（社会的ポジション）あるいは一連の社会的地位に割り当て
られた，態度そして信念に関連する両立不可能な規範的期待」と定義し，社会学的葛藤と名付けた
（Merton & Barber 1976：6）。マートンとバーバーは，葛藤を心理学的かつ個人的なアプローチで
はなく，特定の社会的地位に関連した規範とそれに対峙する規範とのコンフリクトの産物として分
析することによって，社会学的に葛藤を概念化しているといえる。




































福祉レジームと関連付けて分析する研究である（Silverstein et al. 2010；Prinzen 2012；Neuberger 
& Haberkern 2014；Timonen & Lolich 2019）。
この論文では最初の 2 点の先行研究の知見を援用しながら，3 つ目の研究領域，すなわち構造的
葛藤と社会政策の動向との関係に特に焦点を当てて，ダブルケアにおける構造的葛藤を検討するこ
とにする。例えば，ヨーロッパ諸国における孫の子育てと生活の質（Quality of Life）における葛







































票を配布した。第 1 ステージは横浜のみで，第 2 ステージから第 4 ステージまでは，横浜，京都，
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対象とした第８調査によれば，平均年齢は 44.3 歳で末子の平均年齢が 11.6 歳である。現在ダブル
（2）　第１ステージ：横浜市内の子育て支援センター３カ所の利用者対象の質問紙票調査（559 サンプル，2012 年 9 月
実施。第２ステージ：横浜，静岡，京都，香川，福岡で子育てメール登録者対象の携帯調査 (933 サンプル，2012
年 12 月から 2013 年 1 月実施）。第３ステージ：横浜，京都の一時保育，学童，子育て支援センターの利用者対
象質問紙票調査（402 サンプル，2013 年 11 月から 2014 年 2 月実施）。第４ステージ：「ダブルケアプロジェクト」
ホームページを介してのウェブ調査（375 サンプル，2015 年 5 月から 7 月および 9 月実施）。第５ステージ：ソニー
生命連携調査。全国の大学生以下の子どもを持つ母親対象インターネット調査（1,000 サンプル，2015 年 8 月実施）。
第６ステージ：神奈川ワーカーズコレクティブ連合会・横浜国立大学アジア経済社会研究センター連携調査。神奈
川ワーカーズコレクティブのワーカーおよび利用者対象質問紙票調査（2,850 サンプル，2015 年 12 月から 2016 年 2
月実施）。第７ステージ： ソニー生命連携調査。全国の大学生以下の子どもを持つ母親・父親対象インターネット


























































30 代後半の YK さんは，脳梗塞の後遺症による半身麻痺と軽い認知症が始まった要介護度 2 の
父親（70 代前半）の介護をしている。自宅から徒歩 10 分離れた実家にほぼ毎日通い，そのうち週
２回は父親がデイケアセンターに行くのを手伝う。60 代後半の母親は就業しており，日中は不在
である。また母親は，頼りにしていた夫の健康状態の悪化に動揺しており，YK さんは母親の愚痴











































（4）　第一子出産前後の女性の継続就業率は 53.1%（厚生労働省『平成 30 年版　働く女性の実情』https://www. mhlw.

























が 54.8% で 30 代の同回答（39.5%）を約 15% ポイント上回る。そして 50 代では，「親の介護を十分
にしていない」（30.8%）と感じる人の割合の方が，「子どもの世話を十分にしていない」（23.1%）よ
り高い。
平均出産年齢が 30.7 歳（2016 年）であることを考えれば，30 代の多くが乳幼児の子育てをしてい
ることは推測できる。ではダブルケアで，「子どもの世話を十分にしていない」という負担感はどの
ように経験されるのか，有職者かつ中・遠距離でダブルケアを行う 2 人のケースから考えたい。
































出典 ）  ソニー生命保険株式会社「ダブルケアに関する調査 2018　注：第 8 弾ダブルケア実態調査（ソニー生命連携
















































































































全体 1,000 46.8 43.2 33.5 30.7 29.0 16.4 15.7 14.5 10.3 7.3
男性 500 39.0 37.0 33.2 28.2 31.2 15.4 11.4 9.6 5.6 4.6
女性 500 54.6 49.4 33.8 33.2 26.8 17.4 20.0 19.4 15.0 10.0
30 代 332 39.5 39.2 33.4 39.8 29.2 15.7 11.4 13.6 9.0 6.0
40 代 334 46.1 46.7 31.7 29.3 26.9 15.9 15.3 12.9 9.9 6.6
50 代 334 54.8 43.7 35.3 23.1 30.8 17.7 20.4 17.1 12.0 9.3
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